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『論
註
』
の
法
界
と
釈

靹

津

照

信

五
五
〇
年
に
真
諦
に
訳
め
れ
た
と
い
わ
れ
る

『大
乗
起
信
論
』
を
見

る
と
、
分
別
事
識
―
外
界
が
見
ら
れ
る
が
如
く
に
存
在
す
る
と
な
す
常

識
的
な
認
識
作
用
―
が
み
る
の
は
応
身
で
あ
り
、
業
識
―
無
明
に
よ
っ

て

一
心
が
動

い
た
と
こ
ろ
の
最
も
微
細
な
識
―

に
み
ら
れ
る
の
は
報
身

だ
、
と

の
説
明

(平
川
彰
氏
の
訳
た
参
照
)
が
あ

る
。
善
導
の
時
代
に
な

る
と
、
も

っ
と
仏
教
学
が
盛
ん

に
な
り
、
法
界
と
釈
を
見
て
も
、
「理

観
か
事
観
か
」
と
か

「報
と
か
法
と
か
」
と
て
う
こ
と
を
論
点

に
す

る
。
だ
が
、
曇
鸞

は
、
そ
の
よ
う
な
議
論
を
あ
ま
り
持
ち
出
さ
な
い
よ

う
な
の
で
、
こ
の
こ
と
に
留
意
し
て
曇
鸞

の
法
界
身
釈
が
ど
の
よ
う
な

も
の
か
を
検
討
す
る
。
五
四
二
年
に
六
七
歳
で
没
し
た
と
言
わ
れ
る
曇

鸞
は
、
菩
提
流
支
に

『浄
土
論
』
を
授
か
つ
て
、
後
に

『論
註
』
を
著

し
た
。
そ
こ
で
、
曇
鸞
の
法
界
と
釈
に
強
い
影
響
を
与
え
た
の
は
、
僧

肇
と
菩

提
流
支
だ
と
思
う
。

観
察
門
の
衆
生
世
間
の
所
で
菩
提
流
支
訳
の

『
不
増
不
減
経
』
の
題

目
が
出

て
き
た
の
で
、
そ
の
経
を
引
く
。

此
の
二
種
の
見

(常
盤
大
定
氏
の
註
で
は

「
こ
れ
は
増
見
減
見
な
り
」)
は
、

乃
ち
是
れ
極
悪
の
根
本
大
患
の
法
な
り
。
(中
略
)
此
の
二
種
の
見
は
、
一

界
に
依
止

(ゐ
し
)
し
、

一
界
に
同
じ
、

一
界
に
合
し
、

一
切
の
愚
痴
の
凡

夫
は
、
が
実
に
彼
の
一
界
を
知
ら
ざ
る
と
故
に
、
如
実
に
彼
の
一
界
を
見
ざ

る
が
故
に
、
極
悪
大
邪
見
の
心
を
起
し
、
衆
生
界
は
増
す
と
謂
ひ
衆
生
界
は

減
ず
と
謂
ふ
な
り

と
い
う
こ
と
を
、
甚
深
の
義
だ
と
い
い
、
「
此

の
甚
深

の
義

は
、
乃
ち

是
れ
如
来

の
智
慧
の
境
界
な
り
、
亦
是
れ
如
来
心
の
所
行
の
処
な
り
」

と
言
い
、
更
に

「甚

深

の
義
」
と

「第

一
義

諦
」
と

「衆

生
界
」
と

「如
来
蔵
」
と

「
法
身
」
を

「
即
」
の
語
で
繋

い
で

「此

の
法
身
は
、

是
れ
不
生
不
滅
の
法
に
し
て
、
過
去
の
際
に
も
非
ず
、
二
辺
を
離
る
ゝ

が
故
に
。
」
と
言
う
。
そ
し
て
、
衆
生

・
菩
薩

・
仏
に
つ
い
て
言
う
。

「此

の
法
と
の
、
恒
沙
を
過
ぐ
る
無
辺
の
煩
悩

に
纏

は
れ
、
無
始
の
世

よ
り
こ
の
か
た
世
間
に
随
順
し
、
波
浪

に
漂
流
し
て
生
死

に
往
来

す

る
」

の
が
衆
生
で
あ
り
、
「此
の
法

身

の
、

一
切
世
間
の
煩
悩
使
纏
た

離
れ
、

一
切
の
苦
を
過
ぎ
、

一
切
煩
悩
の
垢

を
離
れ
て
、
清
浄
を
得
、

彼
岸
の
清
浄
法
中
に
住
し
、

一
切
衆
生
所
願

の
地
に
到
り
、

一
切
の
境
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界
中
に
於
て
突
童
通
達
し
て
更
に
勝
者
な
く
、

一
切
障
を
離
れ
、

一
切

礙
を
離
れ
、

一
切
法
中
に
於
て
自
在
力
を
得
た
る
」

が
如
来・
応

・
正

遍
知
で
あ
る
。
衆
生
界
に
は
三
種
の
法
と
あ
る
。
そ
の
、
第

一
の
如
来

蔵
本
際
相
応
体
及
び
清
浄
法
は
、
如
来
不
虚
妄
で
不
可
思
議
法
自
性
清

浄
心
で
あ
り
、
第
二
の
が
来
蔵
本
際
不
相
応
と
及
び
煩
悩
使
纏
不
清
浄

法
は
、
客
塵
煩
悩
所
染
の
自
性
清
浄
心
不
可
思
議
法
で
あ
り
、
第
三
の

が
来
蔵
未
来
際
平
等
恒
及
び
有
法
は
、

が
来
蔵
未
来
際
平
等
恒
及
び
有
法
と
は
、
即
ち
是
れ
一
切
諸
法
の
根
本
に
し

て
、

一
切
法
を
備
へ
、

一
切
法
を
具
し
、
世
法
中
、
於
て
真
実
の
一
切
法
と

離
れ
ず
脱
せ
ず
、

一
切
法
を
住
持
し
、

一
切
法
を
摂
む
。
舎
利
弗
よ
、
我
れ

此
の
不
生
不
滅

・
常
恒

・
清
涼
・
不
変

・帰
依
の
不
可
議
清
浄
の
法
界
、
依

り
て
、
説
い
つ
衆
生
と
名
く
。
所
以
は
何
、
衆
生
と
言
ふ
は
、
即
ち
是
れ
不

生
不
滅

・
常
恒

・
清
涼

・
不
変

・
帰
依
の
不
可
議
清
浄
の
法
界
等
の
異
名
な

り
。

と
説
か
れ
る
。
常
盤
大
定
氏
は

「第
三
は
前
二
者
を
綜
合
し
た
る
根
源

的
の
立
場
で
あ
つ

て
、
第

一
の
法
界
と
第
二
の
妄
法
と
を
、

如
来蔵
の

上
か
ら
統
合
し
て
居
る
。」
と
言
う
。
こ
こ
か
ら

「
法
界
い
は
衆
生
の

心
だ
」

と
て
う

『
論
註
』

の
釈
と
出
る
の
だ

ろ
う
。
ま
が
、
『
論
註
』

下
巻
に
は
、
衆
生
世
間
を
観
察
す
る
こ
と
を
と
べ
る
前

に
入
第

一
義
諦

の
釈
が

あ
つ
た

。
そ
れ
は
さ
「彼
の
無
量
寿
仏
の
国

土

の
荘
厳
は
第

一

義
諦

の
妙
境
界
相
な
り
。
十
六
句
及
び

一
句
次
第
し
て
説
き

つ
。
知
る

べ
し
。
第

一
義
諦
と
は
、
仏
の
因
縁
法
な
り
。
此
の
諦
は
是
れ
境
の
義

『
論註
』
の
法
界
と
釈

(
鞆

津
)

な
り
。
是
の
故
に
、
荘
厳
等
の
十
六
句
、
称

し
て
妙
境
界
相
と
な
す
。」

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
既
出
の

「第

一
義
諦
」
と

似

て
る
。
そ

れ

は
、
如

来
の
智
慧

の
境
界
で
あ
る
。

ち
て
、「界
」
と

は
領
域
の
別
の
こ
で

あ

り
、
眼
界

・
耳
界

・
…

法
界
と
い
う
よ
う
に
熟
語
化
さ
れ
る
。
法
界
と
は
衆
生
の
心
な
の
で
、

六
根
と
六
境
で
言
え
ば
、
眼
根
に
眼
境
が
対
応
す
る
の
と
同
様
に
意
根

に
法
界
と
対
応
す
る
の
だ
ろ
う
。
「
己
れ
が
縁

を
行

じ

て
他
縁
を
行
ぜ

ず
。
事
、
別
な
る
た
以
て
の
故
に
。」
と
述
べ
る
こ
と

か
ら
、
法
界
は

意
根
で
み
る
も
の
で
あ
り
、と
眼
で
み
る
も
の
で
は
な
い
。
仏
と
は
、
法

界
と
し
て
出
て
く
る
の
で
、
法
界
と
と
呼
ば
れ
る
。

『
論
註

・
下
』
の
器
世
間
の
三
種
功
徳
の
釈

の
所

で
、
虚
空

・
識

・

地

・
水

・
火

・
風
―

六
大
―

の
う
ち
の
無
分

別
の
も
の
は
、
地

・
水

・

火

・
風

・
虚
空
で
あ
る
。
如
来
は
分
別

し
な

い
の
で
地

・
水

・
火

・

風

・
虚
空
と
同
じ
だ
、
と

『
浄
土
は
』
が
言

う

の
で
、
「覚
知
の
ない

地

・
水

・
火

・
風

・
虚
空
と
心
と
同
じ
か
」
と
い
う
問
い
を
設
け
る
。

蜂
に
刺
ち
れ
る
と
痛
い
が

ヤ
マ
ヒ
ル
に
咬
ま
れ
て
も
痛
み
を
感
し
な
い

と
て
う
例
た
挙
げ
て
、
覚
知
の
有
無
に
は
相

手
の
因
縁
に
よ
り
違
い
が

あ
る
と
言
う
。
逆
に
言
て
ば
と

(ま
っ
す
ぐ
な
竹
筒
に
入
れ
る
と
、
曲
と
る

は
ず
の
蛇
も
ま
て
す
ぐ
に
な
る
よ
う
に
)
分
別
す

る
も
の
と
思

わ
が

ち

な
心
も
実
相

に
入
れ
ば
無
分
別
に
な

る

の
で

あ

る
。
こ
の
問
い
は
、

「心
は
覚
知
の
相
だ
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
て
い

る
が

、
そ

の
前
提
条
件
が

誤
つて
い

る
の
だ
。
と
こ
ろ

で
、
『肇
は
』
の
中
の

「般
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論
註
』

の
法
界
と
釈

(
鞆

津
)

若
無
知
論
」
の
、
平
井
俊
栄
氏
に
よ
る
訳
に
は
て

聖
人
は
知
る
こ

と

か
ら
対
象
に
執
著
し
な
い
わ
け
で
は
い

。
ま
た

対
象
を
知
っ
た
上
で
対
象
に
執
著
し
な
い
わ
け
で
も
い
い
。
聖
人
の
知
る
こ

い
は
、
そ
の
ま
ま
対
象
、
執
著
し
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
対
象
、
執
著
す

る
こ
と
い
く
知
る
こ

と
がで
き
る
の
で
あ
る
。
(中
略
)
聖
人
の
智
慧
の
無

は
無
知

(知
る
こ
と
が
無
い
こ
と
)
で
あ
り
、
惑
者
の
智
慧
の
無
は
知
無

無
を
知
る
こ
と
)
で
あ
る
。
(以
下
略
)

と
あ
る
。
ま
た
、
「無
知
」
の
語
は
、
『観
経
』

の

「諸
仏

如
は
是
れ

法
界
な

り
。
(中
略
)
諸
仏
正
遍
知
海
は
心
想
よ
り
生
ず
。」
の
文
句

に
就
い
て
の

「法
界
、
無
相
な

る
が
故
に
、
諸
仏
は
無
知
な
り
。
」
と
い

う
釈
に
も
出
て
く
る
。
阿
弥
陀
仏
の
智
慧
が
無
分
別
智
だ
と

か

「諸
仏

は
無
知
な
り
。」
と
い
う
の
は
、
『肇
論
』
の
こ
の
思
想
を
受
け
入
れ
た

も
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
「
法
界
、
無
相
な

る
が
故
に
」
の

「無
相
」
の

語
は
と

ひ
と
こ
と
で
言
え
ば

「か
た
ち
が
い

こ
と
」
で
あ
る
が
、
(浄

入
願
心
の
広
略
の
釈
の
)
「無
相

の
故
に
能
く
相
な

ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
」

の
文
句
を
見
る
と
、
「法
性
法
と

い
う
固
定
し
た
仏
身
が

あ

る
」
と

考
え

る

の
は
誤
り
で
、
「無
」
に
は
、
肯
定
的
な
意
味
が
含
ま
れ

る
よ

う
だ
。
無
知

は
仏
の
究
極
の
智
慧
で
あ
る
の
で
、
五
念
門
を
修
す
る
衆
生
が

法
界
と
を
観
察
す
る
の
に
要
す
る
も

の
だ
と
か
い
う
議
論

は
、
『
は
註
』

に
は
出
て
こ
な
い
。
『
不
増
不
減
経
』
の

如
蔵
思
想
は
、
後

世

の
も

の
ほ
ど
明
確
で
は
な

い
の
だ
が
、
『
論
註
』

受
け
継
が

れ
た
の
だ
と

思
う
。
(衆
生
界
の
三
つ
の
法
の
う
ち
の
特
に
)

如
来蔵
未
如

際
平
等
恒
及

び
有
法
が
、
前
述

の

「無
相
」
と
か

「法
界
が
衆
生
の
心
だ
」
と
い

う

考
え
方
に
結
び

つ
い
た
の
だ
ろ
う
。
菩
薩
は
、
自
分
と
離
れ
た
仏
を
観

察
す
る
の
で
は
い
く
、

如
来蔵
と
し
て
自
分

の
心
の
内
に
あ
る
仏
た
、

(「智
慧
を
し
て
観
察
し
た
ま
へ
り
き
。
正
念
に
か
れ
た
観
ず
る
こ
と
は
実
の
ご

と
く
毘
婆
舎
那
を
修
せ
む
と
お
も
ふ
が
ゆ
ゑ
い
り
と
。」
の
文
が
あ
る
よ
う
、
)

智
慧
に
よ
つ
て
観
察
す
る
の
だ
ろ
う
。

も
と
も
と

『
観
経
』
で
は
、
像
観
で
諸
仏
を
観
察
し
て
次
に
真
と
観

で
て
弥
陀
仏
を
観
察
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て

い
て
、
像
観
は
真
身
観

の

前
に
す
る
練
習
の
も
の
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
曇
鸞

に
は
無
視
さ
れ
た
。
曇
鸞
は
、
法

界
身
と
い
う
こ
と
で
は
阿
弥
陀
仏
と
諸
仏
は
同
し
よ
う
に
衆
生

の
心
に

あ
る
と
捉
え
た
よ
う
だ
。

〈
キ

ー

ワ
ー

ド

〉

『
不

増

不
減

経

』
、

無

知

、

法

界
身

(龍
谷
大
学
大
学
院
)
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